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総理及び行政刷新会議への緊急提言等について 

 

 

 

平成２２年１１月２５日（木）、東京大学において、学術研究懇談会（ＲＵ１１）１１校及び国際化

拠点整備事業（Ｇ３０）１３校の学長・副学長等による緊急の記者会見が行われ、学術研究懇談会１１

校による内閣総理大臣への提言書、国際化拠点整備事業（Ｇ３０）１３校による行政刷新会議議員への

要望書が発表されましたのでお知らせします。 

 

 

 

 

＜添付資料＞ 

１．学術研究懇談会（ＲＵ１１）１１校による緊急共同宣言 

２．国際化拠点整備事業（Ｇ３０）１３校による要望書 

【お問い合わせ】 
九州大学広報室 
電話：０９２－６４２－２１０６ 
FAX：０９２－６４２－２１１３ 
Mail：koho@jimu.kyushu-u.ac.jp 
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   平成２２年１１月２５日  

内閣総理大臣 菅 直人 殿 

 

『新成長戦略』実現のために、高等教育・科学技術への投資拡充を 

------ 平成２３年度予算編成に向けた緊急共同提言----- 

 

北海道大学総長  佐伯  浩 

東北大学総長    井上 明久

筑波大学学長    山田 信博

東京大学総長    濱田 純一

早稲田大学総長  鎌田   薫 

慶應義塾長     清家   篤 

東京工業大学学長 伊賀 健一

名古屋大学総長  濵口 道成

京都大学総長    松本   紘 

大阪大学総長    鷲田 清一

九州大学総長    有川 節夫

 

大学は、この国にあって長らく、諸々の先端科学技術や、医療をはじめとする安定的な

社会基盤を支える機関としての役割を着実に果たすとともに、この国をリードする人材を送

り出してきました。 

また本年は、鈴木章、根岸英一両先生のノーベル化学賞受賞や、「はやぶさ」の地球帰

還と世界初となる小惑星からの試料回収の成功など、日本の科学研究の成果が、国民、と

りわけ若者に夢と希望を与え、国際社会の尊敬を集めました。これらは、長年にわたる地道

な基礎研究の賜物であります。 

政府の『新成長戦略』において、成長を支えるプラットフォームとして「知恵」と「人材」が

重視され、科学・技術力による成長力の強化、そして、研究環境・イノベーション創出条件

の整備・推進体制の強化に言及されていることは、まことに適切な政策方向であると敬意を

表したいと思います。 

 

しかしながら、こうした閣議決定に基づく『新成長戦略』の方針にもかかわらず、高等教

育・科学技術関係予算については、「再仕分け」の対象とされ、「予算削減」、「廃止」、「見

直し」等と判定されました。「事業仕分け」は、予算作成過程の一部を透明化するという点で

意義を有するものですが、同時にこの仕分け結果は、政治としての大きな戦略的判断の中

で消化された上で、具体的な政策として結実していくものと考えています。 

研究・教育のように、多様で専門性が高く、かつ短期間で成果が見えにくい分野につい

ては、現場当事者の適切な参画を得て、中長期的な視点から十分な議論を尽くし、その上

で戦略的な判断が行われることが不可欠です。今回のように、限られた視点からの短時間

の議論により、研究・教育プロジェクトを「廃止」「縮小」等と判定するだけでは、ノーベル賞

級の成果など望むべくもありません。このような判定が、「日本政府は、高等教育や科学技

術を軽視している」とのマイナスのメッセージと捉えられ、国内外の研究者や学生・留学生
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等を失望させることを強く懸念します。 

特に、国際的な連携・協力の下で、現に国内外の多数の優れた人材が雇用され、共同

研究や人材交流等が活発に展開されているグローバルＣＯＥプログラムや国際化拠点整

備事業（グローバル３０）、競争的資金によるプロジェクト等を途中段階で廃止・縮小するこ

とは、日本に対する国際的な信用を著しく損なうものと危惧しています。少なくとも、一旦開

始されたプロジェクトについては、当初の計画通りの継続的な支援が不可欠であると考えて

います。 

もとより、我々は、国家財政の危機的状況を理解し、憂慮しています。しかし、天然資源

に乏しい日本にとって、成長の原動力は、優れた人材と科学技術にしかないことは、『新成

長戦略』にも貫かれている考え方です。歴史を振り返ってみても、日本は、幕末や第二次

大戦の敗戦時など国家の危機に際し、人材育成や知識・技術を重視することにより、危機

を乗り越え、発展してきました。 

 

今日、グローバル化が進展し、あらゆる分野で国際競争が激化する中、日本は「第三の

開国」の時期を迎えています。第一・第二の開国時と大きく異なるのは、社会が急激に変

化し、複雑化する中で、「知」の価値が著しく高まり、「知の拠点」としての大学の役割が極

めて重要になっている点です。 

このような「知識基盤社会」の中にあって、諸外国では、国家戦略として研究・教育への

投資を飛躍的に拡大しています。 例えば、ＧＤＰ世界１位の米国では、トップ大学１校に対

し、我々１１大学の合計の２倍もの研究費を配分しています。また、日本を追い抜いてＧＤＰ

２位になろうとしている中国は、２０００年以降、科学技術関係予算を５倍近くに伸ばしてい

ます。さらに、ＧＤＰ４位のドイツは、緊縮財政に転じ、国家予算を大きく削減しているにもか

かわらず、大学については国家・社会の発展を支える存在として、来年は予算を約３割増と

するなど、計画的に予算を拡充することとしています。 

 

こうした世界の潮流とは反対に、日本では、大学等への投資が年々削減され、ＧＤＰ比

でみれば先進国中最低レベルとなっています。この上、さらに予算が削減されるようなこと

があれば、日本の大学は国際競争力を失い、優れた人材は海外に流出し、日本という国

が衰退の道をたどることは明らかです。グローバル化の中、英語圏でもなく、研究・教育に

投資が十分されず、しかも開始後わずか数年でプロジェクトを廃止・縮小してしまうような国

に優れた人材が集まるはずがありません。一度失った国際競争力と国際的信用を取り戻す

のは、いまの政治経済状況の急速な変化の中では不可能なことです。 

 

研究及びこれを通じた高度な人材の育成に重点を置き、世界で激しい学術の競争を続

けてきている我々１１大学としては、年々予算が削減される中、必死に効率化に努め、研

究・教育の質を高めるべく努力してきました。しかし、精神主義だけではもはや限界に達し

ています。世界的に見ても、予算の伸びと論文数の伸びは強い相関を示すなど、「投資な

くして、成果なし」というのは厳然たる事実です。実際、グローバルＣＯＥプログラムの支援

は、国際的な学術誌に博士課程学生の論文が多数掲載されるなど、投資に十分に応える

成果をすでに生み出しています。 
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総理におかれては、「第三の開国」期に当たり、知の分野でも国際化が避けられない中、

「知の拠点」として国家の将来を支える大学に対し、確実な投資を行っていただくことを強く

望みます。とりわけ、「政策コンテスト」を含む来年度の予算編成に際しては、今回のパブリ

ックコメントにおいて学生を含む多くの国民から寄せられた意見を十分に反映させるととも

に、下記の点に特にご留意いただきますよう、お願いします。 

さらに、今後の高等教育・科学技術政策の決定に当たっては、研究・教育の現場を代表

する者を適切に参画させ十分な議論を行うなど、政策決定システムの見直しを併せて求め

ます。 

 

最後に、我々１１大学としましても、国民からの大きな期待と関心に応え、我が国の発展

をしっかりと支えていけるよう、研究・教育の一層の充実及び大学の「見える化」、機能別分

化の推進や組織運営体制の見直し等の改革に全力で取り組んでまいる所存です。 

 

 

記 

 

１． 我が国の成長の土台となる大学の研究・教育基盤を強化する。 

 

○ 基盤的経費（国立大学運営費交付金、私立大学等経常費補助金）の拡充 

 

○ 研究・教育の基盤となる施設・設備の整備促進 

 

２． 競争的資金について、ムダのない効率的な制度に改革するとともに、投資を拡充す

る。 

 

○ 科学研究費補助金の基金化及び競争的資金の拡充 

 

３． 世界を牽引するリーダーと、高い国際感覚を備えた人材の養成を重点的に進める。 

 

○ グローバルＣＯＥプログラム、博士課程教育リーディングプログラムなど卓越した研

究・教育拠点の形成及び産学官で世界を牽引する人材養成のための支援の拡充 

 

○ 国際化拠点整備事業（グローバル３０）、大学の世界展開力強化事業など大学の国

際化のための支援の拡充 

 

○ 若手研究人材の育成・支援の拡充 

 

４． 意欲と能力を備えたすべての学生の高等教育へのアクセス機会を保証する。 

 

○ 教育費負担の軽減（授業料免除、奨学金）など学生支援の拡充 
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平成 22 年 11 月 25 日 

行政刷新会議議員各位 

 

            

           国際化拠点整備事業（グローバル 30）構想責任者 

東北大学理事    根 元 義 章 

筑波大学理事・副学長   塩 尻 和 子 

東京大学理事・副学長   田 中 明 彦 

名古屋大学副総長    渡 辺 芳 人 

京都大学理事・副学長   赤 松 明 彦 

大阪大学理事・副学長   辻   毅一郎 

九州大学理事・副学長   倉 地 幸 徳 

慶應義塾常任理事    阿 川 尚 之 

上智大学副学長       ジャン-クロード・ 

オロリッシュ 

明治大学副学長    勝   悦 子 

早稲田大学常任理事・副総長   内 田 勝 一 

同志社大学副学長    田 端 信 廣 

立命館大学学長    川 口 清 史 

 

 

国際化拠点整備事業（グローバル 30）が平成 23 年度以降も中断されるこ

となく、必要な予算措置がなされるよう強く要望します。 

 

 私たちは、平成 21 年度に開始された文部科学省事業国際化拠点整備事業（グローバル 30）

に採択されている 13 大学の構想責任者です。同事業が、平成 22 年 11 月 18 日、行政刷新

会議「事業仕分け」において同会議ワーキンググループＡによって、「一旦廃止し、組み立

て直す」との評価を受けたことについて強い衝撃を受けるとともに、大変当惑しておりま

す。 

 21 世紀の世界の中で日本が生き残るため、世界から優秀な人材を獲得するとともに、国

際的に活躍できる日本人の人材を養成することは不可欠です。そのために大学の国際化が

必須であること、とりわけ英語で学位を取れるコースを設置することは、多くの国から留
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学生を受け入れることのみならず、海外の大学との双方向の交流を通じ、日本人学生の国

際人材育成にとって決定的に重要であることを、日本政府におかれても認識されているこ

とと信じます。私たちは、現に進行中で、かつ国内よりもむしろ国際的に認知度が高まっ

ているグローバル 30 を、着実に実施・継続することが必要であると繰り返し主張してきま

した。（その内容は、添付の、平成 22 年 11 月 16 日に記者会見で公表した声明書「国際

化拠点整備事業（グローバル 30）の強化を要望する」に詳述してありますので、ご参

照頂ければ幸いです。） 

 今回のワーキンググループＡの評価の中に、「大学の国際化・留学生の受入は、大学教育

に極めて重要」との指摘や、「目的の重要性は理解できる」などという指摘があったことは、

事業主体となっている大学にとっては、元気を与えていただいたと感じております。しか

し、大学教育、とりわけ高等教育の国際化の実態に全く理解されていないようなコメント

があったことについては、納得できず遺憾に思っております。 

言うまでもなく、「事業仕分け」で指摘されたように「組み立て直す」ことによって、よ

り実効的な大学の国際化が進むのであれば、私たちも歓迎するところであります。しかし、

私たちが大変危惧し、恐怖しているのは「一旦廃止し」という部分であります。ワーキン

ググループＡの枝野座長は、取りまとめに際して「一旦白紙」と結論されましたが、現在

配布されている発表文では「一旦廃止」となっております。一体、これはいかなる意味な

のでしょうか。 

 私たち 13 大学は、同事業の開始とともに、印刷物上でも、ウェブサイト上でも、世界各

地で行う留学フェアでも、そして採択大学が世界各地に設置した海外共同利用事務所にお

いても、グローバル 30 という名称で、今後、日本の大学は、日本政府のバックアップのも

とで留学生を大々的に募集すると宣伝しております。また、教育の国際化を担う外国人教

員の採用を積極的に進めてきました。このような活動の効果は大きく、世界の高等教育関

係者や日本へ留学を希望する学生たちの間で、グローバル 30 は、日本の大学のみならず日

本社会の開放化のシンボルとして受け入れられつつあります。同時に、日本人学生の意識

をも変えようとしています。このように、グローバル 30 の実施は、日本が国際社会に対し

て行った国際公約の一つと言えます。 

それにもかかわらず、「一旦廃止」という評価を受けて、私たち採択大学は、これらの印

刷物、ウェブサイト、留学フェア、そして海外共同利用事務所で、一斉にグローバル 30 は

「一旦廃止」されたと掲示しなければならないのでしょうか。11月末から12月にかけては、

グローバル 30の多くのプログラムが行う秋入学を目指して世界中の留学生が願書を提出す

る時期です。これらの留学生に対して、「私たちは、あなたたちの応募しているプログラム

は、グローバル 30 という政府のプログラムの支援を受けてきたが、この政府プログラムは
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「一旦廃止」された」と伝えなければならないのでしょうか。 

「一旦」とはどういう意味なのでしょうか。これが、通常の辞書にあるように、「しばら

くの間」というような意味だとすると、グローバル 30 というプログラムは、しばらくの間、

消滅することになります。そうだとすれば、すでに海外からの留学生が正規の学生として

グローバル 30 のプログラムに入学してきている大学においては、それらの留学生やそのご

家族、ひいては彼らを送り出した国々を欺いていたことになります。同時に、私たちは、

全ての印刷物やウェブサイトからこの言葉を削除し、留学フェアでも海外共同利用事務所

でもこの言葉に言及するのをやめざるをえません。「どうしてか」と聞かれるのは必然です

が、私たちは、それは「政府がお決めになったことです」としか答えようがありません。 

 このようなことになったら、日本はどうなるのでしょうか。私たちが添付の声明文で懸

念したとおり、日本政府は「大学の国際化は必要ない」、「英語で学位の取れるプログラム

を作ることは無駄である」と考えているとの誤ったメッセージを送ることになってしまい

ます。日本は「開国」ではなく「鎖国」に向かっているという象徴的な政策変更だととら

れるでしょう。何よりグローバル 30 で弾みのついた日本の大学の国際化が停滞するだけで

なく、長期的に見て国際社会における日本の立場に決定的なダメージを与えることを、教

育者・研究者として心底懸念します。 

 私たちは、「組み立て直す」その間も、グローバル 30 という、日本がすでに国際社会に

発信した国際公約と言うべきメッセージを傷つけることはすべきでないと思います。繰り

返しになりますが、同事業が 1 日でも中断するとのメッセージが出てしまえば、これを取

り返すことは至難の技です。一度傷ついた国際的な信用を修復することがどれほど大変か

は、最近の日本を取り囲む国際関係を見ても明白です。 

 私たち 13 大学も、グローバル 30 をさらに良いものにしていくため、今後も政府との連

携・協力を一層緊密していく所存です。しかし、そのためにも、「一旦廃止し」という文言

が国際社会において持つ負のメッセージ性に着目し、再考していただくことを強く要望し

ます。事態は、国内における補助金事業の一つにとどまらないものと確信します。 
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